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▶除雪作業にご理解とご協力を
▶知っておきたい｢税｣のこと
▶民生委員・児童委員を紹介します
▶子ども広場〈みかわ保育園・幼稚園〉
▶むし歯のない子みいつけた!
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三川の米
美味しいかい？
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除雪作業に
ご理解とご協力を

　いよいよ冬本番、雪の降る季節となりました。今年度の町の除雪路線総延長は約 103 キロメートルで、
除雪機械 22 台により、円滑な除雪に努め、通勤、通学等に必要な交通の確保を図ります。
　スムーズな除雪作業を行うため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　朝の通勤・通学時間ま
でに除雪を終わらせるた
め、深夜や早朝から作業
を行います。どうぞご理
解ください。

　除雪した雪を路上に出
すと、車両の通行の支障
になるだけでなく、事故の
原因になる恐れがありま
すので、路上には出さな
いようにお願いします。

　除雪車の通過後、各家
庭の出入り口に雪が寄せ
られることがあります。
　出入口付近の雪は、ご
家庭での除雪にご協力を
お願いします。

ポ
イ
ン
ト
❶

早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

ポ
イ
ン
ト
❷

出
入
口
前
の
除
雪
は
ご
家
庭
で

ポ
イ
ン
ト
❸

路
上
に
出
し
た
雪
は
事
故
を
招
く

　雪道での無理な追い越
しは、スリップや、対向車
との衝突などの事故につ
ながりやすく危険です。

　道路をふさぐ原因にな
るだけでなく、枝から落
下した雪は事故につなが
りやすく危険です。

　路上駐車は除雪作業の
妨げになります。道路には
駐車しないようにしましょ
う。

ポ
イ
ン
ト
❹

除
雪
作
業
車
の
追
い
越
し
は
危
険

ポ
イ
ン
ト
❺

道
路
に
駐
車
は
し
な
い

ポ
イ
ン
ト
❻

道
路
に
は
み
出
し
た
庭
木
の
枝
が
迷
惑
に
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ラジオから
YBCラジオ 918KHz
NHK第1 1368KHz（鶴岡）

1584KHz（温海）
FM山形 76.9MHz（鶴岡）
NHK FM山形 86.0MHz（鶴岡）

84.8MHz（温海）
高速ハイウェイラジオ 1620KHz

電話から
日本道路交通情報センター
（山形情報）

☎050－3369－6606

道の相談室 
☎0234－25－2300

道路緊急ダイヤル（無料）
☎＃9910

パソコン･スマートフォンから
　気温や路面状況、交通規制情報を確
認できます

http://www.thr.mlit.go.jp/sakata/

○問合せ先
　役場建設環境課	建設係

　☎35－7035

雪情報はこちらから ～こまめにチェックしましょう～

　冬期間は、時間と心にゆとりを持って、安全運転を心掛けましょう。また、雪道で安全に走行するた
めに必要な知識や、走行できなくなった場合に取るべき対応を確認しておきましょう。

雪道運転で気を付けたいこと

スコップ

けん引ロープスノーブラシ

 酒田河川国道 検索

　スタッドレスタイヤ、タイヤチェーンなど
を事前に装着しましょう。道路交通法など
により、ノーマルタイヤでの雪道走行は罰
則の対象になります。

滑
り
止
め
装
置
を
忘
れ
ず
に

　雪道や凍結した路面では、どこに危険
が潜んでいるか分かりません。スピードを
控えめに、車間距離を十分にとりましょう。

雪
道
運
転
は
慎
重
に

　雪道で走行できなくなった時など、軍手
や長靴があると雪の中でも作業しやすくな
ります。
　自力走行が難しく、救助を呼ぶ場合の
連絡先なども確認しておきましょう。

車
に
備
え
て
安
心
雪
道

お
助
け
グ
ッ
ズ

　ほかの車に存在を知らせるため、ハザー
ドランプを点滅させます。
　無理に走行するのはやめ、路肩や近くの
安全な場所に停車して天候の回復を待つこ
とも大切です。

強
い
地
吹
雪
が
発
生
し
た
ら

軍手・長靴
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税
は
町
の
大
切
な
財
源
で
す

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
で
す
。

中
で
も
町
税
は
、
町
の
歳
入
の
21
・
５
％

を
占
め
（
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
決

算
額
）、
主
要
な
財
源
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。主

な
町
税
と
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
こ
か
ら
は
、
町
の
重
要
な
財
源
で
あ

る
主
な
町
税
と
、
そ
の
税
に
関
す
る
重
要

な
手
続
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

個
人
町
民
税

　

個
人
町
民
税
は
、
個
人
県
民
税
と
合
わ

せ
て
住
民
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
１

月
１
日
時
点
で
町
内
に

住
所
が
あ
り
、
前
年
に

一
定
の
所
得
が
あ
っ
た

方
や
、
住
所
が
な
く
て

も
町
内
に
事
務
所
な
ど

を
構
え
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
①

年
末
調
整
、
申
告
を
確
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
ょ
う

　

給
与
所
得
者
の
方
が
行
う
年
末
調
整
や
、

農
業
・
自
営
業
の
方
な
ど
が
行
う
申
告

（
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
）
は
、
所
得
や
税
額
を
確

定
さ
せ
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

年
末
調
整
や
申
告
の
手
続
き
を
も
と
に

所
得
金
額
や
税
額
が
計
算
さ
れ
、
各
種
社

会
保
険
事
業
や
助

成
な
ど
の
基
礎
に

も
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
、

誤
り
の
無
い
よ
う

に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点
で
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称

し
て
固
定
資
産
と
言
い
ま
す
）
を
所
有
し

て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
、

そ
の
資
産
の
価
格

を
も
と
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
①

家
屋
を
新
増
築
し
た
・
取
り
壊
し
た
際
は

申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

新
増
築
し
た
家
屋
へ
の
課
税
漏
れ
、
す

で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
へ
の
課
税
を
防
ぐ

た
め
、
町
で
は
定
期
的
に
調
査
し
て
い
ま

す
が
、
所
有
者
の
方
か
ら
直
接
連
絡
を
い

た
だ
く
こ
と
で
、
円
滑
な
手
続
き
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
を
新
増
築
し
た
・
取
り
壊
し
た
際

は
、
役
場
町
民
課
税
務
係
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
②

固
定
資
産
の
名
義
変
更
は
お
早
め
に

　

土
地
、
家
屋
を
亡
く
な
っ
た
人
の
名
義

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
売
却
で
き
な
い

な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
名
義
変
更
を
行
わ
な
い
ま
ま
さ

ら
に
相
続
人
が
亡
く
な
る
と
、
遺
産
分
割

の
協
議
が
進
ま
ず
、
名
義
変
更
の
手
続
き

に
相
当
な
時
間
と
費
用
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

　

自
身
で
の
手
続
き
が
難
し
い
場
合
、
司

法
書
士
へ
の
依
頼
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◇
土
地・家
屋
の

　
　
名
義
変
更
の
手
続
き
は
…

○ 

問
合
せ
先　

山
形
地
方
法
務
局	

鶴
岡

支
局
（
鶴
岡
市
大
塚
町
）

	

☎
22
―
１
０
０
３

知っておきたい「税」のこと

　町税は、教育・福祉・防災・道路整備・住環境整備など、さまざまな事業を進めるうえで、非常に重
要な財源です。ここでは、町の重要な財源である主な町税と、税について知っておきたいポイントを紹
介します。

47億9,453万7千円
平成30年度 歳入

10億3,236万2千円
（21.5%）

町税
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町
税
の
納
付
方
法

　

税
額
を
お
知
ら
せ
す
る
納
税
通
知
書
と

合
わ
せ
て
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
役
場
ま
た
は
最
寄

り
の
金
融
機
関
に
納
付
書
を

ご
持
参
い
た
だ
き
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

町
税
の
納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
安
定
し
た
財
源
確
保
の
た
め
、
納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
で
は
、
納
期

内
納
付
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
付
の
ポ
イ
ン
ト
①

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す

　

役
場
町
民
課
納
税
係
や
金

融
機
関
で
手
続
き
し
て
い
た

だ
く
と
、
口
座
振
替
で
納
税

で
き
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
の
ポ
イ
ン
ト
②

町
民
課
窓
口
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜

日
に
、
役
場
町
民
課
窓
口

の
開
庁
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
日
の
昼
間
は
仕
事
で
忙
し
く
て
納

税
で
き
な
い
」
と
い
う
方
な
ど
は
、
こ
の

時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

納
付
の
ポ
イ
ン
ト
③

令
和
２
年
４
月
か
ら

　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始
ま
り
ま
す

　

現
在
、
町
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
町
税
の
納
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
税
以
外
の
保

険
料
な
ど
も
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

◇
対
象
と
な
る
も
の
（
予
定
）

　
個
人
町
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴

収
分
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
分
）、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
分
）、
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚

園
保
育
料
、
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
、

町
営
住
宅
使
用
料

最
後
に
…

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

　

町
税
に
限
ら
ず
、
納
税
は
国
民
の
義
務

で
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

必
要
な
も
の
と
し
て
、
税
に
つ
い
て
改
め

て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
納
付
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
こ
と
以
外
に
も
、
税
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
下
記

ま
で
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
問
合
せ
先

○
町
税
の
課
税
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
町
民
課	

税
務
係

☎
35
―
７
０
２
６

○
町
税
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
町
民
課	

納
税
係

☎
35
―
７
０
２
７

○
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
税
金
」

			

 https://w
w
w.tow

n.m
ikaw

a.
yam

agata.jp/kurashi/
zeikin/index.htm

l

○
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と

　

鶴
岡
税
務
署　

☎
22
―
１
４
０
１

・	

確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
は
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
局

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
つ
な
ぎ

し
ま
す
。

・	

税
務
署
に
直
接
ご
用
の
あ
る
方
は

音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
職
員
が

対
応
し
ま
す
。

○ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

	https://w
w
w
.nta.go.jp/

taxes/shiraberu/taxansw
er/

index2.htm

　
「
よ
く
あ
る
税
の
質
問
」
に
対
す

る
一
般
的
な
回
答
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
な
ど
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
税
（
保
険

税
）
は
、
農
業
・
自
営
業
の

方
や
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

な
ど
、
加
入
者
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
充
て

ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
①

 

健
康
保
険
の
切
替
え
手
続
き
を

　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
14
日
以
内
に
役
場

町
民
課
住
民
係
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
・
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

　
・
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
す
る

　
・
ほ
か
の
健
康
保
険
を
や
め
た

　
・
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た　

◇
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

保
険
証
が
交
付
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
の

間
に
受
診
し
た
医
療
機
関
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
資
格
を
得
た
時
点
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
、
一
度
に
納
め
る
金
額
が
大
き
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
喪
失
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
届
け
出
を
し
な
い

と
、
二
重
で
保
険
税
を
支
払
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。



₆

　

地
域
福
祉
推
進
の
中
心
的
役
割

を
担
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、

12
月
１
日
付
で
改
選
さ
れ
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し

を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
任
期
：
令
和
元
年
12
月
１
日
〜

令
和
４
年
11
月
30
日
）
※
は
新
任

上野　千晶
（横山上）

瀬野尾　次郎
（青山）

小林　さえ
（横山中）

石栗　　満
（加沼・小尺・横川）

中村　恵美
（堤野・横内・竹原田）

五十嵐　隆徳
（土橋・助川）

荒田　賢二
（横山下）

齋藤　悦子
（押切下町・落合）

加藤　宗弘
（押切中町（街道表以外））

折原　和男
（押切中町（街道表））

本間　　伸
（上町）

亘　　建夫
（対馬・桜木町）

富樫　　彰
（袖東町）

阿部　　弦
（三本木）

若生　貞美
（天神堂・尾花）

五十嵐　芳子
（成田新田）

太田　俊男
（猪子3区・4区）

五十嵐　正子
（猪子1区・2区）

佐久間　幸一
（東沼・すみよし）

大川　和美
（全地区）

佐藤　玲子
（土口）

前田　真弓
（全地区）

○
問
合
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
課	

福
祉
係

☎
35
―
７
０
３
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

※

※

※※ ※

※
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　地方公務員法等の改正により、令和 2年 4 月 1 日から新たに会計年度任用職員制度が始まります。会
計年度任用職員とは、今まで一般職非常勤職員として募集していた臨時職員です。
○給与及び雇用条件	 町が定める規定による。
○雇 用 期 間	 令和 2 年 4 月～令和 3年 3 月（再任用の場合あり）
○勤　務　日	 月曜日～金曜日（職種により土・日曜日、祝日の勤務あり）
○勤 務 時 間	 午前 8 時 30 分～午後 5時（職種により異なる場合あり）
○募 集 人 員	 全職種合計 80 人程度
○申込み方法	 	①応募申込書、②履歴書、③資格を証明するものの写し（資格を要する職種の

み）を持参してください。
○選 考 方 法	 	書類選考または面接試験（面接試験がある場合は、申込み締切り後、応募者に

直接お知らせします）
○申込み期間	 令和 2 年 1 月 14 日㈫～ 31 日㈮まで

令和２年度 三川町会計年度任用職員の募集について

※	募集内容の詳細は、1月 14 日㈫正午から町公式ホームページまたは総務課窓口で配布する資料でお
知らせします。

○申込み・問合せ先　役場総務課	総務係　☎35－7009

職　種 業務内容 応募資格 勤務地
①一般事務
　（事務補助・推進員等）

事務補助
特定業務の推進・指導

ワード・エクセル等
パソコン操作のできる方

三川町役場
または町公共施設

②運転手兼事務補助 公用車の運転及び事務補助 普通免許を有する方 三川町役場

③栄養士 栄養指導業務全般、食生活
改善事業の運営及び事務等 栄養士免許を有する方 三川町役場

④保健師・看護師・
　准看護師 健康管理業務

保健師・看護師・准看護
師のいずれかの資格を有
する方

三川町役場
みかわ保育園
みかわ幼稚園

⑤保育士・幼稚園教諭 保育・教育業務等

保育士・幼稚園教諭（2
種以上）・小学校教諭・
養護教諭のいずれかの資
格を有する方

みかわ保育園
みかわ幼稚園

⑥保育士補助・
　幼稚園教諭補助

保育・教育業務の補助業務
等 不問 みかわ保育園

みかわ幼稚園

⑦調理師 調理業務 調理師免許を有する方 みかわ保育園
みかわ幼稚園

⑧学校教育支援員等 学校教育の授業補助・特別
支援教育の業務等

小学校等の教員免許を有
する方

三川町内の小学校
または中学校

⑨英語指導員 英語教育の指導補助 英検準1級又は
TOEIC700点以上 三川町内の小学校

⑩学校司書補 学校図書業務の補助 ワード・エクセル等
パソコン操作のできる方

三川町内の小学校
または中学校

⑪学校業務員 学校施設の維持管理等 普通免許を有する方 三川町内の小学校
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みかわ保育園・
幼稚園より

年
下
・
年
上
の
お
友
達
と
一
緒
に

秋
の
自
然
に
親
し
む

　

み
か
わ
保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
、
春
と
秋
に
数
回
、
３
・
４
・
５
歳
組
が
交
流
し
な
が

ら
散
歩
に
出
か
け
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
年
上
や
年
下
の
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ

を
味
わ
い
ま
し
た
。

☆
愛
宕
神
社
コ
ー
ス

　

愛
宕
神
社
コ
ー
ス
で
は
、
ツ
バ
キ
の
実
や
イ

チ
ョ
ウ
の
葉
な
ど
の
秋
を
感
じ
る
も
の
を
探
し

た
り
、
境
内
で
忍
者
ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
を

し
て
遊
ん
だ
り
と
、
外
な
ら
で
は
の
遊
び
を

た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
外
で
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

多
く
の
刺
激
や
発
見
が
あ
り
ま
す
。
雨
上
が

り
の
水
た
ま
り
の
大
き
さ
に
驚
い
た
り
、
落

ち
葉
の
下
で
虫
が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
り
と
、
小
さ
な
気
付
き
や
発
見
が
周
り
に

広
が
り
、
い
つ
の
間
に
か
子
ど
も
た
ち
同
士
の

遊
び
に
発
展
し
ま
す
。

　

大
人
は
何
と
も
思
わ
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
遊
び

の
素
材
と
な
り
、
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

☆
田
ん
ぼ
コ
ー
ス

　

田
ん
ぼ
ま
で
の
道
の
途
中
、
周
り
の
景
色
に
目
を
向
け
な
が
ら「
姫
リ
ン
ゴ
と
柿
が
あ

町長コラム
「誠・心・誠・意」
災
害
支
援
活
動
の
経
験
を
形
に

　

今
年
は
６
月
の
山
形
県
沖
地
震
や
、
10

月
の
台
風
19
号
な
ど
、
大
き
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
町
と

し
て
は
11
月
に
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

確
認
す
る
機
会
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
㈫
、
庄
内
保
健
所
長
の
石
川

仁
氏
を
講
師
に
招
き
、
町
職
員
を
対
象
と

し
た
災
害
発
生
時
健
康
危
機
管
理
研
修
を

行
い
、
私
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
に
住
民
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ

う
に
管
理
す
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
過

去
に
起
き
た
大
規
模
災
害
で
の
事
例
を
参

考
に
、
保
健
医
療
の
面
で
県
・
保
健
所
・

町
の
３
つ
の
機
関
が
取
る
べ
き
連
携
体
制

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

20
日
㈬
に
は
、
行
政
と
医
療
機
関
と
の

会
議
の
場
で
、
台
風
19
号
で
被
災
し
た
宮

城
県
丸
森
町
の
支
援
活
動
に
あ
た
っ
た
荘

内
病
院
の
看
護
師
と
管
理
栄
養
士
の
活
動

報
告
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
丸
森
町
に
は
本
町
か
ら
も
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
１
人
を
派
遣
し
て
お

り
、
そ
の
活
動
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
機
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞

い
て
、
災
害
発
生
後
の
避
難
所
の
運
営
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
体
制
に
つ

い
て
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
、
避
難
所
や
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
支
援
物
資
の
配
布
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
災
害

規
模
や
発
災
時
期
に
よ
っ
て
取
る
べ
き
対

応
が
異
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を

想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
、

今
回
の
よ
う
な
機
会
で
そ
の
一
例
を
確
認

で
き
た
こ
と
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
被
災
地
で
支
援

に
当
た
ら
れ
た
方
々
の
体
験
を
活
か
し
な

が
ら
、
有
事
の
際
に
取
る
べ
き
行
動
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
町
と

し
て
も
災
害
時
の
対
応
を
定
め
た
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
備
え
を
万
全
に
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

丸森町の災害ボランティアセンター丸森町の災害ボランティアセンター

虫いるか
なぁ～
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る
！
」「
白
鳥
が
い
る
よ
！
」な
ど
と
楽
し
そ

う
に
話
す
子
ど
も
た
ち
の
声
が
た
く
さ
ん
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
交
通
安
全
に
も
気
を
付
け
、

道
路
を
横
断
す
る
と
き
に
は
、「
右
見
て
、
左

見
て
、
右
見
て
」と
大
き
な
声
を
出
し
て
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
後
の
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

道
を
歩
き
、
ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
な

ど
の
虫
を
探
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
を

見
付
け
て
は「
こ
れ
は
な
ん
て
い
う
名
前
だ
ろ

う
？
」と
図
鑑
で
調
べ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
の
自
然
に
触
れ
、
伸
び
伸
び
と
外
で
の

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
対
馬
公
園
コ
ー
ス

　

対
馬
公
園
ま
で
の
道
の
途
中
、
子
ど
も

た
ち
は
赤
や
黄
色
に
色
付
い
た
木
々
の
葉
や
、

大
き
く
育
っ
た
ス
ス
キ
が
風
に
揺
れ
る
様
子
に

目
を
向
け
、
身
近
な
秋
の
自
然
へ
の
興
味
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

公
園
に
着
い
て
か
ら
は
、
築
山
の
頂
上
か

ら
転
が
っ
た
り
、
虫
を
探
し
た
り
し
て
体
を

動
か
し
な
が
ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、

落
ち
葉
や
ツ
バ
キ
の
実
を
拾
い
、
秋
の
自
然
に

触
れ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

寒
さ
や
冷
た
い
風
に
も
負
け
ず
に
外
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
は
、
日
々
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

外
で
の
活
動
や
散
歩
は
、
自
然
に
触
れ
な
が
ら
地
域
に
親
し
み
を
持
ち
、
ま
た
、
年

上
や
年
下
の
友
達
と
も
楽
し
く
活
動
で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

俳
　
壇

落
葉
踏
む
乾
き
し
音
を
耳
に
し
て	

飯
野　

藤
子

山
茶
花
や
人
忙
し
く
通
り
行
く	

工
藤
ひ
ろ
し

初
雪
や
落
ち
て
こ
ろ
が
る
子
ら
の
声	

斎
藤　
　

優

毎
朝
の
笑
い
交
流
冬
立
つ
や	

佐
藤　

誠
爾

初
雪
や
落
葉
に
乗
り
て
白
化
粧	

丸
岡
利
喜
雄

秋
晴
れ
の
祝
賀
行
列
佳
き
日
な
り	

荘
司　

博
子

転
居
佳
し
出
羽
の
山
々
雪
化
粧	

菅
原
た
け
お

静
か
な
る
水
面
に
響
く
秋
の
音	

小
林　
　

裕

手
の
甲
の
と
ん
ぼ
に
「
あ
ら
！
」
と
声
を
か
け	

春
山　

夏
海

 

歌
　
壇

荒
れ
模
様
の
兆
し
の
見
ゆ
る
雲
流
る
北
海
道
は
雪
降
り
の
由	

五
十
嵐
松
男

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
げ
ま
さ
れ
し
夕
焼
け
雲
の
す
み
れ
色
か
ら	

土
田　
　

秀

山
々
へ
雲
は
う
っ
す
ら
浮
び
を
り
陽
は
昇
り
き
て
青
空
見
ゆ
る	

齋
藤
与
次
雄

鳴
き
交
わ
す
白
鳥
の
声
広
が
り
て
大
地
動
け
り
冬
の
雲
浮
く	

佐
藤　
　

頴

白
鳥
が
落
穂
啄
ば
み
風
寒
く
鳥
海
山
は
雲
に
覆
わ
る	

佐
藤　

博
政

朽
ち
し
木
に
黄
葉
の
舞
う
ブ
ナ
林
巨
木
の
径
ゆ
く
白
神
山
地	

齋
藤　

久
繁

青
空
に
白
一
色
の
雲
浮
び
太
陽
浴
び
つ
つ
流
れ
て
行
き
ぬ	

前
田
キ
ヌ
エ

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

こんなに
落ちてたよ

とったよ～！
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　11月 14日㈭に三
重県で開催された第
60回全国スポーツ
推進委員研究協議会
で、三川町スポーツ
推進委員協議会が優
良団体として表彰さ
れました。
　これは、10年以上

にわたって活動を継続し、地域のスポーツ振興
や住民の体力向上・維持に貢献した協議会に対
する表彰で、各都道府県から1団体が選ばれる
ものです。
　三川町スポーツ推進委員協議会は、町民運動
会や今年度から始まったみかわスポフェスなど
のスポーツイベントで精力的に活動しています。
　今後もより一層の活躍が期待されます。

　三川町中高生ボランティアサークル「来
らい

夢
む

来
らい

人
と

」が、山新放送愛の事業団2019年度福祉援
助・助成先に選ばれました。
　11月8日㈮に山形メディアタワーで贈呈式が
行われ、代表の菊池心

こ ば ね

羽さん（鶴岡工業高校2
年）が、「来夢来人」の名前が入ったブルゾン
10着と、のぼり旗20枚を受け取りました。
　ブルゾンとのぼり旗は、ボランティア活動を
行う際に活用させていただきます。

　横山小学校のランチルーム前にあるベンチテーブル
が新しくなりました。これは、県産木材の利活用を進
めるとともに、森づくり活動への理解を深めることを
目的とした「やまがた緑環境税」を活用して整備され
たものです。

ベンチテーブルの完成にあわせて、森林の大
切さを伝える「森の授業」が、5年生を対
象に行われました。森林の役割を理解
し、森林を大切にするきっかけにす
る場所として活躍することでしょう。

全国スポーツ推進委員研究協議会

三川町スポーツ推進委員
協議会が優良団体表彰

11/8
(金)

　秋の叙勲で、成田恒広さん（対馬）が瑞宝単光
章を受章されました。
　成田さんは昭和57年に三川町消防団に入団し、
平成23年から6年間、三川町消防団副団長を務め
られました。今回の受章は、長年にわた
り、地域消防に従事するなかで災害対
応等に尽力し、町民生活の安全の確
保に努めた功績が認められたもの
です。受章おめでとうございます。

令和元年秋の叙勲

瑞宝単光章受章

11/14
(木)

11/3
(日)

ベンチテーブルの完成にあわせて、森林の大
切さを伝える「森の授業」が、5年生を対
象に行われました。森林の役割を理解
し、森林を大切にするきっかけにす

三川町スポーツ推進委員

られました。今回の受章は、長年にわた
り、地域消防に従事するなかで災害対
応等に尽力し、町民生活の安全の確

10/29
(火)

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

森林を身近に感じよう

横山小学校に県産杉の
ベンチテーブル完成

山新放送愛の事業団

来夢来人が
ブルゾンとのぼり旗を受贈
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　11月27日㈬、みかわ保育園と幼稚園の3歳組から
5歳組の園児たちが庄内たがわ農協三川支部の青年
部・女性部の方々と一緒にもちつきを体験しました。
　園児たちは、2人1組で大きな杵を持ち、「よい
しょ～！よいしょ～！」と大きなかけ声を受けなが
ら、もちをつきました。
　出来上がったもちで作ったあんこもちとつゆもち
を食べた園児たちからは、「甘くておいしい」「ふわ
ふわしてる」といった声が聞かれ、普段とはひと味
違うお昼ごはんを楽しみました。

　差別やいじめをしないことなどを目的とした
人権教室が、11月25日㈪に押切小学校、11月
28日㈭に横山小学校で、それぞれ5年生を対象
に行われました。
　押切小学校では、いじめを題材にした紙しば
いで、いじめられている人はどんな気持ちにな
るか考えてみることや、いじめがあったときの
対処方法などについて意見を発表し合いました。
　児童からは、「自分がされて嫌だと思うことは
しない」「相手の気持ちを考えて発言や行動をし
たい」といった感想が聞かれました。

まちかど写真館

11/27
(水)

大きな臼と杵でよいしょ～！

みかわ保育園 ・
幼稚園でもちつき

　11月28日㈭、三川町公民館でアフターからだ塾
公開講座が行われました。
　アフターからだ塾は、「仲間と一緒に筋トレで健
康づくり」をテーマに活動しているグループです。
　鶴岡市のボディビルディングジム「パワーゲート」
代表の伊藤祐輔さんを講師に招き、オリジナルの
ジョサネ棒を使った筋トレで腹筋や足腰の筋力を鍛
える運動を行いました。講師のユーモアあふれる健
康講話もあり、笑い声の絶えない楽しい場での活動
となりました。
　今回初めて参加した方からは、「自分もみんなと
一緒に活動を頑張りたい」という声が聞かれました。

11/28
(木)

ジョサネ棒を使って気軽に健康づくり

アフターからだ塾公開講座

11/25
(月)

相手の気持ちを考えて行動しよう

人権教室で思いやりの心を学ぶ

　11 月 25 日㈪、保健
衛生関係功労者山形県
知事表彰式が開催さ
れ、三川歯科の佐藤完
治院長が山形県知事表
彰を受けました。
　佐藤院長は、昭和
61 年から現在まで、
町のすべての歯科保健
関係事業にご尽力さ
れ、歯科保健および学

校保健の向上に大きく寄与されました。　
　特に乳幼児から保育園・幼稚園児、小・中学生ま
で一貫して歯科健診やブラッシング指導などの活動
を熱心に続けられ、中でも3歳児の虫歯保有率※低下
への貢献は多大なものとなっています。受賞おめで
とうございます。
※	平成元年度：70.8%→平成30年度：7.5%（県内1
位の少なさ）

歯科保健関係事業への功績を称え

三川歯科 佐藤完治院長
山形県知事表彰

11/25
(月)
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HAPPY COME COME
8020達成!

～日ごろの習慣が大切です～

　

11
月
10
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
山
形
県
歯

科
保
健
大
会
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ム
カ
ム
８

０
２
０
達
成
者
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
80
歳
以
上
の
方
で
20
本

以
上
の
自
分
の
歯
を
持
ち
、
歯
や
口
腔
の

状
態
が
非
常
に
良
い
と
評
価
さ
れ
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
本
町
よ
り
１
人
が

「
優
秀
」、
７
人
が
「
優
良
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ム
カ
ム
８
０
２
０
達
成
者

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
ご
紹
介

半
浦
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
優
秀
」
を
受
賞
し
た
半
浦

繁
之
さ
ん
（
上
町
）
は
、
80
歳
の
今
で
も

自
分
の
歯
が
28
本
あ
る
そ
う
で
す
。
歯
を

健
康
に
保
つ
た
め
に
、
半
浦
さ
ん
が
心
掛

け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
歯
を
健
康
に
保
つ
秘
訣
】　

歯
磨
き
は
毎
日
、
朝
と
寝
る
前
の

２
回
す
る

３
カ
月
に
１
回
は
歯
科
医
院
で
定
期

受
診
し
、
歯
石
を
と
っ
て
も
ら
う

食
事
は
１
日
３
回
規
則
正
し
く
取
る

好
き
嫌
い
せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る

お
酒
は
量
を
決
め
て
適
量
を
飲
む

仕
事
で
身
体
を
適
度
に
動
か
す

定
期
受
診
と
継
続
し
た
治
療
で
健

康
に
気
を
つ
け
る

く
よ
く
よ
し
な
い

　

半
浦
さ
ん
は
、
歯
の
手
入
れ
を
欠
か
さ

ず
、
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
も
気
を
付

け
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
半
浦
さ
ん
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
歯
の
健
康
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

優
秀
半
浦　

繁
之	

さ
ん
（
上
町
）

優
良

齋
藤　

成
也	

さ
ん
（
横
山
上
）

齋
藤　

昇
一	

さ
ん
（
助
川
）

奥
田　

時
子	

さ
ん
（
横
川
）

渡
場　

彌
生	
さ
ん
（
天
神
堂
）

石
川　

つ
ね	
さ
ん
（
押
切
中
町
）

※
本
人
よ
り
了
承
を
得
た
方
の
み
掲
載

　

11
月
17
日
㈰
、
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
み
ん
な
で
秋
の
感
謝
祭
２
０
１
９

「
庄
内
カ
レ
ー
食
べ
く
ら
べ
雪
若
丸
ふ
た
た
び
参

上
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
好
評
だ
っ
た
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
今
年
は

新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
も
行
わ
れ
、
庄
内

一
円
か
ら
19
の
お
店
が
集
結
し
た
会
場
に
は
町
内

外
か
ら
１
，
０
０
０
人
以
上
が
来
場
し
、
お
目
当

て
の
カ
レ
ー
を
求
め
て
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
用
意
さ
れ
た
26
種
類
の
カ
レ
ー
の

中
か
ら
好
き
な
カ
レ
ー
を
選
び
、
町
内
産
の
雪
若

丸
の
新
米
と
と
も
に
カ
レ
ー
の
食
べ
比
べ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

2019

半浦繁之さん（上町）
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　下水道は、生活環境を快適に維持するための公共の財産ですが、タオルなどの異物が流入したことに
よる中継ポンプの故障が年に数回発生しています。
　このような故障により、修繕費などの維持管理費用が増えるほか、設備の寿命を縮めることになりま
すので、次のことに気を付けて正しく使いましょう。
●その１
　水に溶けない紙、紙おむつ、生理用品、タバコ、
ガムなどは中継ポンプや下水道管などの詰まりの
原因となりますので絶対に流さないでください。
　また、敷地内の汚水桝は、町ではなく敷地の所
有者が管理することになりますので、定期的に点
検・清掃を行ってください。
●その２
　食用油を下水道に流すと、汚水中の石けん成分
と反応して固まります。その固まりが汚水処理場
の機械などに付着すると処理能力を低下させます。
廃油は下水道に流さずに、ペットボトルに入れて
町内会に設置してある廃食用油回収ボックスに出
すなど適正に処理してください。
　また、ガソリンや灯油などの燃えやすい油など
を下水道に流されると、火災・爆発の危険性があ
りますので絶対に流さないでください。

●その３
　敷地内の雨水を下水道に流すと、大雨の際に汚
水量が急増し、マンホールから汚水があふれ出る
危険性があります。
　また、処理施設でも汚水処理が追いつかなくな
り、十分に浄化されないまま河川に放流されるこ
とになりますので、汚水桝に雨水が入らないよう
に十分注意してください。

町内で実際にあった
下水道の中継ポンプ
にタオルが絡んで故
障した様子

○問合せ先
　役場建設環境課	環境整備係　☎35－7036

みんなの下水道　正しく使いましょう

　皆さまの身近にある「雑がみ」や「ペットボトルのふた」は、リサイクル（再資源化・再利用）できる
貴重な資源です。ごみとして捨てずに、各町内会や子ども会などが実施する資源回収や、三川町公
民館前に設置している資源リサイクルステーションへの持ち込みにご協力をお願いします。
○雑がみ
　右の識別マークがある紙製容器包装の箱や袋、ティッシュペーパーの箱、お菓子
の箱、パンフレットやカレンダー、包装紙や紙袋、封筒やはがきなどは「雑がみ」と
呼ばれ、段ボールなどにリサイクルされます。
注意すること　金属やビニールは取り除いてから出してください。
○ペットボトルのふた
　回収したふたは「エコキャップ」として「世界の子どもにワクチンを	日本委員会」に寄附（H30年度
実績：173.7kg（約87人分のポリオワクチ
ン相当））しており、発展途上国でワクチ
ンを必要とする子どもたちへのワクチン
購入費などに活用されています。役場建
設環境課窓口でも回収しています。
注意すること　キャンペー
ン用のシールなどは剥が
し、アルミや鉄などの金
属類が混入しないように
してください。

【ごみ収集量実績】
11月収集量

R元年度（H30年度） 対前年度増加率
も 	 や 	 す 	 ご 	 み 126.76t（126.34t） 0.33％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 3.02t	 （3.20t） ▲5.63％
び ん ・ 缶 	 3.47t	 （3.79t） ▲8.44％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 	 2.65t	 （3.06t） ▲13.40％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 	 0.22t	 （0.25t） ▲12.00％
合 　 　 　 計 136.12t（136.64t） ▲0.38％
○問合せ先　役場建設環境課	環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
～資源のリサイクルは、ワクチンの

購入等に活用されています～
みかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter
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■
鶴
岡
市

羽
黒
山 

松
例
祭

○ 

日
時
・
内
容　
12
月
31
日
㈫　

午
後
３
時
〜

綱
ま
き
、
４
時
〜
除
夜
祭
、
６
時
〜
松
例
祭
本
殿

祭
・
蜂
子
神
社
祭
、
７
時
〜
綱
さ
ば
き
、
８
時
30

分
〜
験
縄
行
事
・
砂
は
き
渡
し
、
10
時
45
分
〜
験

競
、
11
時
〜
大
松
明
引
き
、
１
月
１
日
㈬
午
前
０

時
〜
国
分
神
事
・
火
の
打
替
神
事
な
ど

○
会　

場　

羽
黒
山
山
頂

※	

天
気
に
よ
っ
て
滑
り
止
め
装
着
車
両
以
外

の
通
行
規
制
あ
り
。
臨
時
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

○
問
合
せ
先　

出
羽
三
山
神
社

☎
62
―
２
３
５
５

■
酒
田
市

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
０

○ 

日　

時　

令
和
２
年
２
月
１
日
㈯　

午

後
１
時
〜
午
後
８
時
30
分
、
２
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○ 

内　

容　
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
ー
ジ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
写
真
展
、
子
ど
も
向
け
朗
読

と
コ
ン
サ
ー
ト
、
庄
内
弁
ド
ラ
マ
の
上
映
、
ス
イ
ー

ツ
・
軽
食
・
雑
貨
な
ど
の
販
売
、
マ
ル
シ
ェ
茶
会

○ 

入
場
料　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
大
学

生
以
下
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○ 

会
場
・
問
合
せ
先　
希
望
ホ
ー
ル
（
酒
田
市

本
町
）	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
４
５
０

■
庄
内
町

東
北
の
奇
祭
！
や
や
祭
り

　

無
病
息
災
と
身
体
堅
固
・
安
産
を
祈
願

し
て
、
腰
ミ
ノ
姿
の
少
年
た
ち
が
手
桶
で

冷
水
を
浴
び
る
千
河
原
集
落
で
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
祭
り
で
す
。

○
日　

時　

令
和
２
年
１
月
12
日
㈰　

　

午
後
１
時
〜

○
会　

場　
千
河
原
八
幡
神
社（
庄
内
町
千
河
原
）

○
問
合
せ
先　

庄
内
町
観
光
協
会

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
９
２
２

■
遊
佐
町

第
10
回
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

○
日　

時　
12
月
22
日
㈰	

午
後
１
時
30
分
〜

○ 

内　

容　

遊
佐
町
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
演

奏
、
酒
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

所
属
の
講
師
や
ゲ
ス
ト
の
演
奏
な
ど

○
入
場
料　

無
料

○ 

会
場
・
問
合
せ
先　
遊
佐
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー	

☎
０
２
３
４
―
72
―
２
２
３
６

⇐ 伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤

　
秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　

10
月
26
日
㈯
に
行
わ
れ
た
「
酒
田
市
農

林
水
産
ま
つ
り
２
０
１
９
〜
酒
田
ん
め

ち
ゃ
市
〜
」
で
、
庄
内
地
方
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
酒
田
市
八
幡
地
域
・
平
田
地

域
、
三
川
町
、
庄
内
町
）
が
協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
食
材
を
持
ち
寄
っ
て

ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

三
川
町
か
ら
は
、
き
の
こ
屋
小
三
郎
さ

ん
の
規
格
外
し
い
た
け
の
袋
詰
め
、
塩
や

勝
じ
さ
ん
の
塩
、
㈲
庄
内
協
同
農
産
さ
ん

の
麦
の
お
茶
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
八
幡
地
域
の
お
米
で

作
っ
た
お
に
ぎ
り
に
、
庄
内
町
の
シ
ソ
の

実
と
三
川
町
の
塩
や
勝
じ
さ
ん
の
お
に
ぎ

り
塩
を
ま
ぶ
し
て
作
っ
た
「
庄
内
地
域
お

こ
し
協
力
隊
む
す
び
」
な
ど
の
試
食
品
を

用
意
し
、
す
べ
て
の
地
域
の
食
材
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し

て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
大
好
評
で
し
た
。

　

一
つ
の
食
材
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い

価
値
も
、
食
材
を
組
み
合
わ
せ
て
生
ま
れ

る
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
購
入
に
つ
な
が
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
頭
に
並
べ
て
い
る
だ
け
で
は

手
に
と
っ
て
も
ら
え
な
い
商
品
を
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
購
入
し
て

い
た
だ
け
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
対

面
販
売
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
特

産
品
を
集
め
て
多
く
の
方
々
に
購
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
私
一
人
だ
け
で
は
実

現
で
き
な
い
活
動
で
す
。
地
域
全
体
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
「
横
の
つ
な
が

り
」
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
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○ 次の機関は、令和元年㆒㆓月㆓⓼日㈯～令和
㆓年㆒月⓹日㈰まで休業します。

　・三川町役場
　※ ㆒㆓月㆓柒日㈮は夜柒時まで町民課窓口を

開設します
　・三川町社会福祉協議会
　・三川町観光協会　
　・出羽商工会三川支所

○ 次の施設は、令和元年㆒㆓月㆓⓽日㈰～令和
㆓年㆒月叅日㈮まで休館・休所します。

　・三川町公民館（農村センター）　
　・町民体育館　　・アスレなの花　
　・三川町文化交流館（アトク先生の館）
　・福祉センター

　なの花温泉田田は、
　年末年始休まず営業します。
　営業時間　午前⓺時～午後㆒₀時
　　　　　　（最終入館　午後⓽時㆒⓹分）

　現在、三川町大字横山字袖川原および不動野地内（田田大橋北側）
の県道333号線の下にある赤川揚水機場施設の撤去工事を行っていま
す。
　下記の期間は仮廻し道路工事のため、同地内の県道333号線におい
て片側交互通行や車線減少などの交通規制を行います。工事に対す
るご理解とご協力をお願いします。
○工事期間　令和2年2月9日㈰まで（予定）
○問合せ先　酒田河川国道事務所	赤川出張所　☎23－2032

催
し
物
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Information

2019 December

後
１
時
〜
午
後
３
時

○ 

会　

場　

日
本
海
総
合
病
院	

２
階	

講

堂
（
酒
田
市
あ
き
ほ
町
）

○ 

対　

象　

が
ん
治
療
中
で
脱
毛
が
心
配

な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方

○ 

内　

容　

各
専
門
店
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
相
談

○
参
加
費　

無
料

○ 

問
合
せ
先　

日
本
海
総
合
病
院　

が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
２
８
２

男
性
料
理
教
室

こ
れ
が
私
の
十
八
番
！
和
食
の
す
す
め

○  
日　

時　

令
和
２
年
１
月
21
日
㈫　

午

前
10
時
〜
午
後
１
時

○
講　

師　

日
本
料
理
専
門
調
理
師

企
画
展
示「
今
井
繁
三
郎
と
庄
内
を
描
い
た
画
家

た
ち
」 

〜
い
こ
い
の
村
庄
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
〜

○ 

期　

間　

令
和
２
年
３
月
22
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
開
館
）

○
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
入
館
料　

無
料

○ 

会
場
・
問
合
せ
先　

酒
田
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
酒
田
市
船
場
町
）

	

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
６
４
２

日
本
海
総
合
病
院「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と

乳
房
手
術
後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会
」

○ 

日　

時　

令
和
２
年
１
月
16
日
㈭　

午

　

土
田	

常
雄	

氏

○ 

対　

象　

三
川
町
、
鶴
岡
市
、
庄
内
町

に
在
住
・
在
勤
の
男
性
16
人

○ 

参
加
費　

１
，
５
５
０
円
（
受
講
料
・

材
料
費
）

○
申
込
み
締
切　

12
月
25
日
㈬
ま
で

○ 

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
（
鶴
岡
市

み
ど
り
町
）	

☎
24
―
２
３
４
０

税
務
署
へ
提
出
す
る
申
告
書
や
申
請
書
等

に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
！

　

申
告
書
等
の
税
務
関
係
書
類
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

み
ど
り
町
）

☎
24

お
知
ら
せ

年末年始の業務等について

　　赤川揚水機場撤去工事に伴う交通規制のお知らせ

　年末年始休まず営業します。
　営業時間　午前⓺時～午後㆒₀時

三本木

交通規制区間

至酒田市⬆

⬇至鶴岡市

田田大橋
⬅

県道333号
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　冬季には、ノロウイルスによる感染性胃腸
炎が流行します。手指や食品などを介して感
染し、嘔吐、下痢、腹痛、軽度の発熱などの
症状が出ます。　　　
　健康な方は軽症で回復しますが、子どもや
高齢者では重症化する心配があります。
　現在、ノロウイルスに有効な抗ウイルス剤
はなく、点滴などの対処療法に限られるため、
次の予防対策を徹底しましょう。

◆ 調理や食事の前、トイレの後、おむつ交換
後にはせっけんで手をよく洗う。

◆ 加熱用と表示されているカキなどの二枚貝
はしっかり加熱（中心部 ⓼⓹℃以上で ㆒ 分以
上）する。その際使用した調理器具類は洗
剤でよく洗ってから、熱湯や塩素系の漂白
剤で消毒する。

◆ 嘔吐・下痢の症状がある人は、食品の調理
を控える。

◆ 嘔吐物の片付けはビニール手袋と使い捨て
紙タオルなどを使う。汚れた床等は塩素系
漂白剤を染み込ませた紙タオル等で拭き取
る。

○問合せ先　役場健康福祉課	健康係
☎35－7032

広  

告

TEL 0235-68-1600  http://www.aeon.jp/sc/mikawa/

要
で
あ
り
、
提
出
時
に
は
、
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
過
去
の
申
告
手
続
き
等
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書

等
を
税
務
署
に
提
出
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
申
告
書
等
の
提
出
の
都
度
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
税
務
署
総
務
課

	

☎
22
―
１
４
０
１

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

○ 

日　

時　

令
和
２
年
１
月
19
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

○
内　

容　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

○
定　

員　

50
人

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

○ 

内　

容　

小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
法

○
定　

員　

30
人

○ 

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０

円
）

○ 

申
込
み
期
間　

12
月
18
日
㈬
〜
令
和
２

年
１
月
13
日
㈪

○ 

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

消
防
署	

救
急
係
（
鶴
岡
市
美
咲
町
）

	

☎
22
―
８
３
３
１

冬季に流行する感染性胃腸炎
ノロウイルスにご注意ください！
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△  人口の動き 

△

（令和元年11月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,410人（増4人）　男3,623人（増4人）　女3,787人（増減なし）
　増減の内訳　・転入11人・転出▲5人・出生3人・死亡▲5人
■世帯数／2,431戸（増7戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和元年11月届出 （敬称略）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

佐藤美代志（₈₈歳） すみよし

成田　幸美（₉₀歳） 対　　馬

髙橋　　操（₉₀歳） 横　　川

齋藤みゑ子（₉₂歳） 押切中町

ご寄附ありがとうございました

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました
11月分　4,217人

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から25年前の平成6年12月
に発行された広報です。表紙の写真は元プロ野球選手の田淵
幸一氏を招いて行われた少年野球教室の様子です。
　本町でプロ野球選手を招いて野球教室を開催する機会はな
かなかありませんが、神奈川県の高校野球の強豪、桐蔭学園
高校の野球部を招いて野球教室を開催したこともありました。
　高いレベルでプレーする選手やコーチから指導してもらう
機会は、子どもたちにとっては良い刺激を受ける貴重な時間
だと思います。
　今後このような野球教室が開かれることがあれば、参加す
る子どもたちには、さらに高いレベルでプレーすることを目
指すきっかけにしてもらいたいと思います。そして、いつし
か町出身のプロ野球選手が誕生することを期待したいものです。

【平成₆年₁₁月₃₀日現在の総人口：₈，₁₆₆人】

あの頃のみかわ
今から25年前のみかわ 【平成6年（1994年）12月】

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内 （鶴岡市泉町⓹-叅₀）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

9：00～11：30
13：30～16：30
18：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。

場所：酒田市民健康センター別館 （酒田市船場町二丁目㆒-叅㆒）酒田市

◆休日歯科診療所◆
☎ ₀₂₃₄ － ₂₁ － ₅₂₂₅

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 内科、小児科、外科 8：30～11：30

13：00～16：30

　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。
木村　康雄様（すみよし）
㈱佐藤総業様　㈱ニシカワ様
めん蔵イオンモール三川店様
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むし歯のない子みいつけた！
３歳児よい歯の紹介令

和
元

年
1

2
月
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日

発
行

（
毎

月
1

回
）

通
巻

754
号

三
川

町
役

場
企

画
調

整
課

1₈

寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 17 ページに掲載しています。

広
報

Public relations of m
ikaw

a tow
n

長谷部さくらちゃん
（袖東町）

大川ひろとくん
（横山上）

むし歯ゼロ！

み

ん
なも目指せ

!

　3歳児健診の歯科健診でむし歯の無かった子を紹介するコーナーです。今回紹介するのは、
11月7日㈭の健診でむし歯が無かった子どもたちです。これからも引き続きむし歯ゼロを目
指してがんばりましょう。

須藤あいなちゃん
（土橋）

小野寺はるちゃん
（横山中）

佐藤かほちゃん
( 天神堂 )

佐藤ゆうまくん
（猪子）

佐々木ひまりちゃん
（横山下）

堀井そうすけくん
（袖東町）

本間はるきくん
（横山中）

島田めいなちゃん
（横内）

清水ともちゃん
（押切中町）

本間おとはちゃん
（桜木町）

五十嵐おとはちゃん
（横山中）

五十嵐いろはちゃん
（横山中）

鈴木あまねちゃん
（横山中）

富岡はるくん
（成田新田）

　米どころ庄内平野の真ん中に位置する三川町。収穫の時期は過ぎ、寒さが一段と増してくると、町内各地の
田んぼには北方から白鳥の群れが落穂拾いにやってきます。
　三川町のこの時期の風物詩でもある白鳥の写真を撮影しようと出かけた先で、とある白鳥に出会いました。
カメラのファインダーを覗きながら被写体となる白鳥を探していると、それまで夢中で落穂拾いをしていた1羽
の白鳥が、ふとこちらを向いたのです。ファインダー越しに目を合わせ続け、自らの顔を汚しながらなんとも愛く
るしい表情を見せる彼？彼女？にちょっとキュンとしてしまった私。すかさずピントを合わせ、思わずシャッター
を切ったのでした。ということで、その時の写真を今月号の表紙に採用です。

編・集・後・記 編集者のひとりごと


